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施策１ 公共交通の利便性の向上 

 

施策の方向 -----------------------------------------------------------  

公共交通機関を利用して、円滑な移動ができるよう、高齢者等の交通不便者をはじめとす

る利用者ニーズを踏まえる中で、地域特性や地域の実情に即した公共交通の確保を図ると

ともに、利用促進に努めます。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  本市では、マイカー社会を中心とするライフスタイルが定着しており、人口減少・少子

高齢化が進展する中、路線バスなど公共交通の利用者は減少していくことが見込まれま

す。このため、市民、交通事業者、行政がその役割を果たす中で、持続可能な公共交通体

系のあり方を検討し、誰もが気軽に利用できる公共交通を確保することが求められてお

ります。さらに、リニア中央新幹線開業を視野に入れた公共交通体系の構築が必要です。 

  「地域の足」である公共交通を維持するため、公共交通の重要性を広く周知しながら、

市民の積極的な利用を促していく必要があります。 

 

施策の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（R５） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 
実車走行キロメートルあ

たりの輸送人員 

1.11 人／キロメートル 

（R4） 
R5 年度実績値以上 

市民実感

度指数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

― ― ― 1.97P 

 

施策を構成する事務事業 

   

（１）公共交通の確保 

◎公共交通体系整備推進事業  

（２）公共交通の利用促進 

◎バス利用促進対策事業 ◎在来鉄道の利便性向上事業 

  

施策１ 公共交通の利便性の向上 
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主要事業 

 

担当部課名 

 企画部 リニア政策課・交通政策課 

事業概要 

●「甲府市地域公共交通計画」に位置づけた施策を順次実施する。 

●公共交通空白地域において自主運営バスなどを運行し、交通不便者の移動手段を確保する。 

●本市や圏域にリニア開業効果を最大限波及させるため、リニア駅前において、特色のあるまちづくりを

進める。 

現状と課題 

●地域住民が主体となり、その地域での新たな地域公共交通のあり方などについて協議する場合に必要な

サポートを行うことで、地域に即した持続可能な地域公共交通の形成を図る必要がある。 

●リニア駅前のまちづくりを通じて、周辺市街地が抱える地域課題を解決し、持続可能な地域の発展に寄

与するとともに、リニア駅前の価値づくりを通じて、甲府駅周辺や県内観光地などの魅力価値のさらな

る向上を目指す必要がある。 

今後の事業展開 

●引き続き住民主体の取組の支援を行い、地域に即した持続可能な地域公共交通の活性化に取り組む。 

●将来的に公共交通空白地域の拡大が懸念される中、買い物や通院の際の移動に不安を感じている高齢者

の移動手段を確保するため、交通事業者等と連携した新たな公共交通サービスとして、令和 5 年度に引

き続き、デマンド型乗合タクシーの実証運行を行う。 

●リニア駅前エリアのまちづくり基本計画を作成する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 6年度 令和7年度 令和8年度 

32,072 44,508 61,525 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通体系整備推進事業 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 

178 

担当部課名 

 企画部 交通政策課 

事業概要 

●不採算のバス路線に対する運行経費の一部を助成し、運行路線の廃止を防止する。 

●廃止路線バスにおける代替バス等の運行により、生活交通路線を確保する。 

現状と課題 

●公共交通は、高齢者等の交通不便者にとっては、必要不可欠な交通手段であるが、マイカー依存率が高

い本市においては、路線バスの利用者が減少し、バス事業者の赤字拡大や運行路線の廃止が懸念される。

このことから、引き続き、不採算のバス路線に対する運行経費の一部への補助や代替バスの運行等を行

うとともに、既存路線の見直しや利用促進等に向けた事業展開を行うことで、利用者の増加を図ること

が必要である。 

今後の事業展開 

●「過度に自家用車に頼る状態」から、「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通手段を適切に利用する状

態」へと少しずつ変えていくモビリティ・マネジメント※を積極的に展開する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 6年度 令和7年度 令和8年度 

55,338 51,345 50,830 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

バス利用促進対策事業 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 

179 

担当部課名 

 企画部 交通政策課 

事業概要 

●鉄道を利用して県外に通勤・通学する者に対し、定期券購入費の一部を補助し、本市への移住・定住の

促進及び鉄道の利用促進を図る。 

●JR 中央本線及び身延線について、関係機関に対し、利便性向上や高速化の要望活動等を行う。 

現状と課題 

●遠距離通勤・通学定期券購入補助金については、アンケート調査結果により、市内定住の促進とともに

進学や就職を契機とした若年層の人口流出抑制に一定の効果が認められる。 

●「中央東線高速化促進広域期成同盟会」および「身延線沿線活性化促進協議会」において高速化や利便

性向上の実現に向けて要望活動を行っている。JR中央本線・身延線は本県の産業・経済の活性化等に重

要な役割を担っていることから、引き続き鉄道の利便性向上を図る必要がある。 

今後の事業展開 

●遠距離通勤・通学定期券購入補助金を継続して鉄道利用促進を図るとともに、「中央東線高速化促進広域

期成同盟会」において、引き続き早朝特急列車等の新設に向けた要望を行う。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 6年度 令和7年度 令和8年度 

14,181 13,158 13,026 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在来鉄道の利便性向上事業 
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施策２ 道路の整備 

 

施策の方向 -----------------------------------------------------------  

広域的な地域連携の強化と交通混雑の緩和を図るとともに、日常生活の利便性を高める

ため、幹線道路や生活道路の整備と維持管理に取り組みます。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  新山梨環状道路、西関東連絡道路、中部横断自動車道などの広域的な幹線道路の整備を

促進していくことが必要です。 

  市域及び市域周辺の骨格的道路である都市計画道路※については、安全性や快適性に配

慮した道路整備と維持管理に計画的に取り組む必要があります。 

  市民の日常生活を支える生活道路については、歩道のバリアフリー化など、身近で安

全・安心な道路としての整備と維持管理に取り組む必要があります。 

 

施策の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（Ｒ５） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 

都市計画道路整備率 59.01％（R4） 58.7％ 

市道整備率 69.11％（R4） 68.80％ 

歩道のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化率 6.42% 6.44％ 

市民実感

度指数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

― ― ― 2.57P 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 

181 

施策を構成する事務事業 

   

（１）幹線道路・生活道路の整備 

◎和戸町竜王線整備事業 ◎城東三丁目敷島線整備事業 

◎住吉四丁目善光寺線整備事業 ◎高畑町昇仙峡線整備事業 

◎市道新設改良事業 ○高速交通体系整備事業 

○市単独街路事業  

（２）幹線道路・生活道路の維持管理 

◎橋りょう長寿命化修繕事業 ◎道路維持管理事業 

○道路河川維持事務 ○道路用地管理事業 

○市道側溝整備事業 ○市道舗装（補修）事業 

○歩道整備事業 ○落石防止柵設置事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２ 道路の整備 
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主要事業 

 

担当部課名 

 まちづくり部 都市整備課 

事業概要 

●和戸町竜王線は、中心市街地と地域高規格道路新山梨環状道路北部区間の（仮称）和戸ＩＣとを接続す

るアクセス道路であり、本事業は、中心市街地の活性化を図るとともに、現道の渋滞緩和や歩行者・自

転車の安全確保、災害時の避難路機能、観光産業への寄与を目的とする。 

現状と課題 

●和戸町竜王線全体の事業推進を図る中、中央四丁目工区の整備を令和４年度に完了した。また、城東工

区及び中央五丁目工区については、平成２３年度に山梨県を代行事業者とする協定書を締結し、和戸町

竜王線全線の早期供用開始の実現に向けて整備を実施している。 

今後の事業展開 

●本路線は甲府都市圏の道路ネットワークの形成、アクセス性の向上、沿道土地利用を含めた中心市街地

の都市機能再構築を促進するための重要路線であることから、山梨県と連携する中で早期完成を目指す。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

71,100 102,294 102,647 

 

担当部課名 

 まちづくり部 都市整備課 

事業概要 

●城東三丁目敷島線は、甲府市城東三丁目から甲斐市中下条を結ぶ都市計画道路であり、本事業は、通過

交通の円滑化と歩車道分離による歩行者の安全確保を図り、防災機能の強化、良好な都市環境の形成へ

の寄与を目的とする。 

現状と課題 

●起業地には建物が多数存在しており、事業推進を図るためには関係地権者との合意形成が必要であるた

め、不測の日数を要する可能性がある。 

今後の事業展開 

●本路線は、「都市計画道路整備プログラム」や「都市計画マスタープラン」等の計画において位置付けて

いる都市計画道路であり、緊急輸送道路につながるため、災害時における重要路線として早期整備が必

要な路線であることから、令和６年度においても引き続き用地取得を実施し着実な事業推進と早期の事

業完了を目指す。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

198,758 726,391 213,916 

和戸町竜王線整備事業 

城東三丁目敷島線整備事業 
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担当部課名 

 まちづくり部 都市整備課 

事業概要 

●住吉四丁目善光寺線は、住吉四丁目から善光寺一丁目を結ぶ都市計画道路であり、本事業は、歩車道分

離の街路整備により、通勤、通学者及び高齢者が安全・安心に利用できる道路環境の創造を目的とする。 

現状と課題 

●起業地には建物が多数存在しており、事業推進を図るためには関係地権者との合意形成が必要であるた

め、不測の日数を要する可能性がある。 

今後の事業展開 

●本路線は、「都市計画道路整備プログラム」において位置付けている都市計画道路であり、県内経済を支

える重要な役割を担うとともに、「通学路交通安全プログラム」に基づき早期整備が必要な路線であるこ

とから、令和６年度においても引き続き建物等補償算定を実施するとともに、用地取得に着手し着実な

事業推進と早期の事業完了を目指す。 

 

 

 
担当部課名 

 まちづくり部 都市整備課 

事業概要 

●高畑町昇仙峡線は、高畑二丁目から山宮町を結ぶ都市計画道路であり、本事業は、歩車道分離の街路整

備により、通勤、通学者及び高齢者が安全・安心に利用できる道路環境の創造を目的とする。 

現状と課題 

●起業地には建物が多数存在しており、事業推進を図るためには関係地権者との合意形成が必要であるた

め、不測の日数を要する可能性がある。 

今後の事業展開 

●本路線は、「都市計画道路整備プログラム」において位置付けている都市計画道路であり、県内経済を支

える重要な役割を担うとともに、「通学路交通安全プログラム」に基づき早期整備が必要な路線であるこ

とから、令和６年度においても用地測量及び建物等補償算定を実施するとともに、用地取得に着手し着

実な事業推進と早期の事業完了を目指す。 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

132,569 119,060 156,996 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

84,457 569,721 706,837 

住吉四丁目善光寺線整備事業 

高畑町昇仙峡線整備事業 
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担当部課名 

 まちづくり部 都市整備課 

事業概要 

●地域等からの要望を受け、緊急性や費用対効果の高い路線を選定し事業実施を図る。 

現状と課題 

●陳情・要望による市道新設改良を実施するに当たっては、財政状況等を考慮する中で、緊急性や費用対

効果等を選定基準とした整備路線の選定方針に基づき優先順位を決定し、計画的・効率的に事業推進を

図れるよう努めている。 

●限られた予算内で、住民要望と事業効率の整合を図り、施工路線を選定しなければならない。市街地の

整備路線は、補償費が大きく迅速な事業進捗は困難である。 

今後の事業展開 

●地域住民から要望された路線については、「道路整備評価表」の評価項目に沿って点数化を行い、優先順

位を決定して効率的な事業推進を図っている。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

44,109 117,427 134,254 

 

 

担当部課名 

 まちづくり部 道路河川課 

事業概要 

●「甲府市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、橋梁の点検及び補修工事を実施し、現状の市道橋の長寿命

化※を図り、これによる年度間の財政負担の平準化及び安全安心な道路環境を目指す事業である。 

現状と課題 

●橋梁は、形状や材質が多種多様であり、特殊な土木構造物であることから、補修方法については、個別

に詳細設計の業務委託が必要となる。 

●今後、老朽化に伴い修繕が必要となる橋梁が急速に増加することが想定され、維持管理コストの負担増

大や、効率的・効果的なメンテナンスの実施体制確立が課題である。 

今後の事業展開 

●優先度や財政負担の平準化を考慮し、計画を定期的に見直しながらメンテナンスを行い、そのマネージ

メントによるライフサイクルコスト※の縮減・適正化を図る。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

322,590 315,761 212,935 

 

市道新設改良事業 

橋りょう長寿命化修繕事業 
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担当部課名 

 まちづくり部 道路河川課 

事業概要 

●本市が管理する道路の安全管理、維持管理のための事業であり、工事発注による施工、道路公園等保全

センターによる直営工事に関わる業務である。 

現状と課題 

●今後、老朽化に伴い修繕が必要となる道路が急速に増加することが想定され、事業費の確保が課題であ

る。 

今後の事業展開 

●本市が管理する道路の安全管理、維持管理のため、工事発注による施工、道路公園等保全センターによ

る直営工事を行っていく。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

181,620 176,846 179,666 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路維持管理事業 
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施策３ 市街地の整備 

 

施策の方向 -----------------------------------------------------------  

都市としての便利さや暮らしやすさの向上を図り、活気ある市街地を形成するため、土地

区画整理事業※などによる整備を推進します。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  JR 甲府駅周辺の中心市街地では、土地区画整理事業などを通じて多様で高度な都市機

能の集積を図り、人々を惹きつける魅力ある都市環境や、利便性の高い居住環境の整備に

努めていく必要があります。 

  市街地では、地域の特性に応じ多様なまちづくり手法を活用しながら、安全で利便性の

高い居住環境の形成に努めていく必要があります。 

 

施策の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（Ｒ５） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 
土地区画整理事業の進捗

率 
95.5％ 99％ 

市民実感

度指数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

― ― ― 2.17P 

 

施策を構成する事務事業 

   

（１）土地区画整理事業による整備 

◎甲府駅周辺土地区画整理事業  

（２）地区計画による整備 

○濁川西地区整備事業  

 

 

  

施策３ 市街地の整備 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 
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主要事業 

 

担当部課名 

 まちづくり部 区画整理課 

事業概要 

●甲府駅周辺地区 21.9ha について、道路・公園等の基盤整備を行うとともに、良質な宅地を供給するこ

とによって、ゆとりある生活空間を形成し、中心市街地への居住・定住の受け皿として、持続可能なま

ちづくりを推進する。 

現状と課題 

●事業計画に基づき、残り１件となっている仮換地指定※について、合意形成に向けた地権者等との協議を

進めるとともに、朝日通り周辺を中心に、家屋移転及び公共施設等の基盤整備を行っている。当該地域

は家屋等の密集地であることから、家屋移転及び基盤整備の長期化が課題である。 

今後の事業展開 

●朝日通り周辺を中心に、引き続き地権者等への丁寧な説明により、仮換地指定及び移転補償を行うなど、

円滑な事業推進を図る。 

●都市計画道路※朝日町通り線の整備に向け、朝日町ガード整備に係る詳細設計や関係機関との協議を着

実に進める。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

191,004 363,015 418,839 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲府駅周辺土地区画整理事業 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 
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施策４ 計画的な土地利用の推進 

 

施策の方向 -----------------------------------------------------------  

自然環境と都市環境の調和する秩序あるまちづくりに向け、長期的展望に立った計画的

な土地利用を推進します。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  自然環境との調和を基調として、都市の健全な発展と秩序ある整備が図られるよう、長

期的展望に立った総合的・計画的な土地利用を推進していく必要があります。 

  適正な土地利用を促すとともに、土地の基礎的な情報を把握するため、地籍調査を進め

ていく必要があります。 

  自然と都市が調和した持続可能な地域社会を実現するため，多様な主体が参画する協

議・運用体制を構築し、地域の資源や特性を活かした地域ごとのあるべき姿の検討とその

実現に向けた取組を推進していく必要があります。 

 

施策の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（Ｒ５） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 許認可等申請処理件数 2,678 件（R4） 2,890 件 

市民実感

度指数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

― ― ― 2.41P 

 

 

施策を構成する事務事業 

   

（１）適正な土地利用への誘導 

◎都市基本計画推進事業 ○都市計画事務 

○土地開発指導事業 ○建築指導事業 

（２）地籍の明確化 

◎地籍調査事業  

（３）地域デザインプロジェクトの推進 

◎地域デザイン推進事業（再掲）  

 

施策４ 計画的な土地利用の推進 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 
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主要事業 

 

担当部課名 

 まちづくり部 都市計画課 

事業概要 

●農林漁業との健全な調和を図りつつ、健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動を促進する整備、

開発その他都市計画に関する施策を策定する。 

現状と課題 

●都市計画施策を検討する際に用いる本市の都市計画基本図は、平成２２年度以降更新していないため、

現況との乖離が生じている。また、デジタル化の進展に伴い、都市計画関連情報のオープン化が求めら

れている。 

●令和４年度に実施した都市計画に関する基礎調査の結果を活用し、都市計画に係る政策の企画・立案及

び運用を行うことが必要である。 

今後の事業展開 

●デジタル化の進展に伴い、今後、都市計画関連情報のさらなるオープン化が必要不可欠であるため、実

態に即した都市計画基本図の計画的更新を検討する。 

●適正かつ合理的な土地利用の誘導や適切な住環境の保全を図るため、都市計画に関する基礎調査により 

得られた人口や土地利用等のデータを活用する中で、用途地域の見直しの是非や方針を検討する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

18,763 12,751 17,711 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市基本計画推進事業 



基本目標４ 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる（環境） 

【施策の柱】都市基盤の利便性を高める 
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担当部課名 

 まちづくり部 地籍調査課 

事業概要 

●国土調査法に基づき一筆ごとの土地について、その所有者、地番及び地目の調査並びに境界及び地積に

関する測量を行い、地籍の明確化を図るものである。調査の成果は、個人の土地取引から公的機関によ

る地域の整備まで、土地に関するあらゆる行為のための基礎データとなる。 

現状と課題 

●土地の権利関係など土地所有者間の複雑な問題や相続登記等が行われていないことによる所有者不明土

地が多く、これらの問題解決に時間を要している。 

今後の事業展開 

●国の第７次１０か年計画に基づき令和１３年度までに調査を行う予定であるが、今後山間地域が調査区

域となり、事業費や作業量等の増加が見込まれることから、調査手法を研究するとともに調査期間や調

査区域の変更を見据え、本市の年度計画の見直しを検討していく。 

 

 

担当部課名 

企画部 地域デザイン課 

事業概要 

●持続可能な地域社会を実現するため、多様な主体が参画する協議・運用体制を構築し、地域の資源や特

性を活かした地域ごとのあるべき姿の検討とその実現に向けた取組を推進する。 

現状と課題 

●まちなかエリアにおいて、令和 4 年度末に構築した、市民、事業者、教育機関、行政などの多様な主体

が参画するエリアプラットフォームを中心に、令和 5年度は、行政と民間のまちづくりの指針となる「甲

府まちなか未来ビジョン２０２４」を策定した。 

●引き続き、官民連携によるまちづくりの推進に向けて、住民や事業者など多様な主体が、「自分ごと」と

して参画できる環境づくりと、庁内外の機運醸成が必要である。 

今後の事業展開 

●エリアプラットフォームを中心に、アクション編を加えた「甲府まちなか未来ビジョン２０２５」を策

定し、ビジョンの実現に向けた取組を推進する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

76,131 69,162 70,560 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 6年度 令和7年度 令和8年度 

30,468 47,227 32,976 

地籍調査事業 

地域デザイン推進事業（再掲） 


